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2 1 4 金沢大学十全医学会雑誌 第錮 巻 第1 号 214 - 22 4 (1 9 8 1)

A 群溶連菌 の 脂質 に 関する 研究

〔ⅠⅠ〕 溶連菌脂質 の 瞳瘍細胞傷害作用 に つ い て

金沢 大 学医学部薬理学教室 ( 主任 : 正 印 達教授)

北 島 耕 作
( 昭 和5 6年 1 月2 6 日受付)

瓦c y w o r d s H e m oly tic st r e p t o c o c ci
,

St r e p t O C O C C al lipid s
!

C y t O t O X i cit y ,

E h rli c h a s cit e s c a r ci n o m a .

A 群溶連 繭の 抗腫瘍作用
l )2)

に つ い て は多く の 研究が

な さ れ て い る が
, 溶連菌の 抗腫瘍性因子 に つ い て は ほ

とん ど明 らか に さ れ て い な い
. しか し なが ら , 溶連菌

溶血毒素( ス ト レ プ ト リ ジ ン S
3 州

お よ び 0
引

) に は抗腫

瘍作用が 認 め ら れ ず ∴溶連菌 の 培養濾液 に 抗腫瘍性物

質が見 い だ さ れ な い が
王)2)

, 無細胞抽 出液
8)7)

お よ び これ

より 分離さ れ た タ ン ′ヾク 画分
銅 )

に 抗腫瘍活性が み られ

る こ と な どが 報告 さ れ て い る こ と か ら , 溶連菌 の 菌体

成分が抗 腫瘍 作用 に 関与 し て い る こ とが 考 え ら れ る
.

他方 ,
あ る種 の 真菌か ら抽出 さ れ た遊離脂肪酸 や モ ノ

グ リセ リ ドが抗腫瘍作用を 示す こ と
1 0 卜 1 2 )

, 大腸菌や 赤

痢菌か ら抽 出さ れ た1i pi d A に 抗腫瘍作用が 認 め られ

る こ と
1 3)1 4 )

な どが報告 され て い る .
こ れ ら の こ とか ら ,

著者は前報 に お い て 各種連鎖球菌 よ り脂質 を分離 し ,

こ れ らに つ い て 定性定量実験 を行 な い 比較検討 を行 な

っ た が
26)

, 本論 文で は , 3 種類の A 群溶連薗 ( S u 菌 ,

B l a c k m o r e 商お よ び C 20 3 U 菌) か ら ク ロ ロ ホ ル ム
･

メ タ ノ
ー ル 液 で 抽 出し た総脂質 t

お よ び滞層 ク ロ マ ト

グ ラ フ ィ
ー

で 分離 し た総脂質 の 画分 ( リ ン 脂質 , 糖脂

質お よび 中性 脂質) の エ
ー

ル リ ッ ヒ腹水 が ん細胞 に 対

す る作用に つ い て 実験 を行 な っ た
.

材料お よ び方法

1 . 溶連 菌

教室保存の A 群溶連菌 S u 株 ( 3 型 . ス ト レ プ ト リ

ジ ン S お よ び ス ト レ プ ト リ ジ ン 0 産 生株 , 以 下 S u 歯

と略記) ,
B l a c k m o r e 株 ( 1 1 型 t

ス ト レ プ ト リ ジ ン S

S t u d ie s o n t h e L ip id s of G r o u p A H e m oly ti c

産生株 , 以 下 Bl a c k m o r e 菌と略記) お よ び C 203 U 株

( C 2 0 3S 菌の 変異種 t
ス ト レ プ ト リ ジ ン 0 産生株, 以

下 C 20 3 U 菌と 略記) を 用い た .

2 . 溶連菌 の 培 養

溶連 菌の 培 養に は 前報で 用い た W o o d ら の 合成培

地 を 使用 した
l 紺 6)

. 溶連 菌の 合成 培 地 に よ る 培養液

2 00 mエを 1 0£ の 合成培地 に 移植 し , 3 7 ℃ で 12 時間培

養し た の ち t 低温下で 連 続遠心 ( 10 0 0 0 r p m
. 1 00 m⊥/

分) して 集菌 し
, 得 られ た菌 体を 生理 食塩 水で 2 回洗

浄 し た ( 菌収量: 2 .0 - 2 .5 g/ J ) .

3 . 溶連菌 脂 質の 抽出

溶連 菌の 脂 質 は F o I c h ら の 方 法 に よ っ て 抽出 し

た
1 7)

. すな わ ち , 2 0 - 2 5 g の 溶連 菌を 2 0 倍量 の ク ロ ロ

ホ ル ム ･ メ タ ノ ー

ル ( 2 : 1 ,
Ⅴ/ v ) で 室 温で 2 回抽

出し た の ち
, 抽出液 に 1 / 5 量 の 生 理 食塩水を加え て混

和し , 4 ℃に 放 置 して 混 液が 二 層に 分離 して か ら . 水溶

性物 質を 含む 上層を 除去 し , 脂質を 含む 下層を ロ
ー タ

リ
ー

･ エ バ ボ レ ー

ク
ー

を用 い て 窒 素気 流下 に 40 ℃ で

減圧濃縮 して 油状物質( 総脂質) を 得た ( 総脂質収量:

9
- 11 m g / g) .

4 . 簿層 ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー に よ る 溶 連 菌脂 質の

分 離 ■ 精製

一 次元薄層ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー

に よ っ て 溶連菌のリ

ン 脂質 , 糖脂質 お よ び中性脂質を 分離 した .

1 ) リ ン 脂質 と糖脂質

ク ロ マ ト プ レ
ー ト ( 2 0 × 2 0 c m

, 厚さ 1 m m ) の 一 端

か ら 2 . 5 c m の と こ ろ に 溶連菌の 総脂質 ( 1 0 0 相 前後)

S t r e p t o c o c ci . [ⅠⅠ] C y t o t o xi c A cti vit y

of L ipid s f r o m H e m ol y ti c S t r e p t o c o c ci . K o u s a k u K it aji m a
,
D e p a rt m e n t of P h a r m a c ol o g y

( D ir e ct o r: P r of . S . S h oi n) ,
S c h o ol of M e di cin e

,
K a n a z a w a U ni v e r sit y .
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を線状に ス ポ ッ ト し , ク ロ ロ ホ ル ム ■ メ タ ノ
ー

ル ｡ 水

( 6 5 : 2 5 : 4
,

Ⅴ/ v )
1 8I

で 1 6 c m 展 開 した ･ 展開後 ,

ヨ ー ド試薬 ( 脂質検出用)
1 9)

を 噴零 して ス ポ ッ ト の 位

置を確認 し たの ち ,
ヨ

ー ドが樋色 し て か ら , 脂質を 含

む シ リカ ゲ ル を プ レ ー ト より 採取 し ,
ク ロ ロ ホ ル ム ･

メタ ノ ー ル (2 : 1
,

Ⅴ/ v ) で 脂質 を抽 出し た . 単 一 な

脂質を 得る た め に
, 分離 した リ ン 脂質 お よ び糖脂質 に

っ い て 上記 の 操作を 2
- 3 回線返 し た が ,

一 部の リ ン

脂質と 糖脂質の 分離が 不充分で あ っ た の で , ク ロ ロ ホ

ル ム
･ ア セ ト ン ･ メ タ ノ ー ル ･ 酢酸 ･ 水 ( 6 5 : 3 5 :

1 1 : 4 : 1 . 5
,

Ⅴ/ v )
2 0-

を展開溶媒と す る 一 次元薄 層ク

ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー

に よ っ て リ ン 脂質と 糖脂質 を 分離 し

た .

分離し た リ ン 脂質お よ び糖脂質 を同定す る た め に
,

ク ロ マ ト プ レ ー ト ( 5 × 20 c m
, 厚 さ 0 .2 5 m m ) の

一

端

から 2 .5 c m の と こ ろ に 脂質成分 を点状 に ス ポ ッ ト し ,

上記の 展開溶媒で 15 c m 展開し た の ち , リ ン モ リ ブ デ ン

酸試薬 (脂質検出用)
1 9}

, D itt m e r
-

L e st e r 試薬 ( リ

ン 脂質検出用)
2 1)

ま た は ア ン ス ロ ン 試薬 ( 糖脂質検 出

用)
2 2}

を 噴霧 し て 脂質 の 種類を調 べ た ( 表 1 )
1 6) 2 5)

2 ) 中性脂質

複合脂質の 場合 と 同様 に , ク ロ マ ト プ レ
ー

ト( 2 0 ×

20 c m
, 厚さ 1 m m) に 溶連菌 の 総脂質を 線状に ス ポ ッ ト

し ,

ヘ キ サ ン
･

エ チ ル エ ー テ ル ･ 酢酸 ( 7 0 : 3 0 : 2
,

Ⅴ/ v )
2 別

を展 開溶媒 と し て 16 c m 展開 した . 展開後 ,

ヨ
ー ド試薬 に よ っ て ス ポ ッ ト の 位 置を確認 し , ク ロ マ

トプ レ
ー

トか ら脂質成分を 回収 し た が
t

一 部 の 成分 は

完全に 分離 し なか っ たの で l 分離 が不 充分 な脂質成分

は塩化エ チ レ ン ･ メ タ ノ ー

ル (9 8 : 2
,

Ⅴ/ v )
細 ■

を展

開溶媒と す る
一 次元薄層ク ロ マ ト グ ラ フ ィ

ー

に よ っ て

分離 した
. 脂質成分 を同定す る た め に

,
ク ロ マ トプ レ

ー ト ( 5 × 2 0 c m
, 厚 さ 0 . 2 5 m 皿) に 分離し た脂質お よ

び標準物 質 ( コ レ ス テ ロ ー ル
.

パ ル ミ チ ン 酸 ,
モ ノ パ

ル ミ チ ン
,

ジ バ ル ミ チ ン な ど) を ス ポ ッ トし , 上記の

展開溶媒 で 展 開し た の ち t リ ン モ リ ブ デ ン 酸試薬ま た

は ア ン チ モ ン 試薬( ス テ ロ
ー ル 類検 出用)

用
で ス ポ ッ ト

を 検出し て
, R f 値 お よ び 里 色反 応 を 比較 し た ( 表

2 )
1 8) 2 5 ) 2 8 1

5 . ガ ス ク ロ マ トグ ラフ ィ
ー に よ る 溶連 菌 脂 質 の

脂肪酸 の分析

薄層 ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー で 分離 し た溶連菌 の リ ン 脂

質, 糖脂質お よ び中性脂質の 脂肪酸構成を ガ ス ク ロ マ

ト グ ラ フ ィ
ー

で 調 べ た
2 6)

.

5
-

1 0 曙 の 脂質を 5 % 硫酸 メ タ ノ ー ル 溶液 で 6 5
-

70 ℃ ･ 1 5 時間処理 した の ち
,

シク ロ ヘ キ サ ン ･ ク ロ

ロ ホ ル ム ( 1 : 1 , Ⅴ/ v )
2 7)

を展開溶媒と す る 一 次元薄

層ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー

に よ っ て 脂肪酸メ チ ル エ ス テ ル

を 分離 し て ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー に 用い た ,

使用 し た装置 は 日立モ デ ル 06 3 ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ

( 水素炎 イ オ ン 化検出器付き) で
. N P G S を6 0

-

8 0

メ ッ シ ュ の C h r o m o s o r b W (A W - D M C S) に 2 0 %

コ
ー

テ ィ ン グ し た担体を ガ ラ ス カ ラ ム (長 さ 200 c m
.

内径3 m m ) に 充填 して 用 い た . 測定時の カ ラ ム 恵度 は

210 ℃ , 試料注入 口の 温 度は 23 0 ℃ , 検 出器の 温度 は

280 ℃ で あり ,
キ ャ リア ー ガ ス と して 用 い た窒素 ガ ス

の 流量 は 20 Inエ/ 分で あ っ た
.
なお .

イ オ ン 化検出器の

感度 は レ ン ジが 10 ,
ア ッ テ ネ ー シ ョ ン が 16 で あ っ た ,

6 . 溶連菌脂質の 腫 瘍細胞傷害作用に関する 実験

T a bl e l ･ C h r o m at o g r a p h i c c h a r a c t e ri z a ti o n o f c o m p o u n d lip id s o f h e m ol y ti c s tr ep t o c o c ci

F r a cti o n
R f v al u e s i n s o I v e n t * C ol o r r e a c ti o n b y s p r a y r e a g e n t
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*
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Ch l o r o fb m r m et h a n o l - W a t e r (6 5 :2 5 : 4

,
b y v ol ,) ; S OI v e n t I【

,
Ch l o r o fo m

-

a C e t O n e
-

m e th a Jl O トa c e ti c a ci d -

W a t e r (6 5 : 3 5 : 1 1 :4 : 1 .5
,
b y v o l .) .

* *
S p r a y r e a g e n ts : R l

, P h o sp h o m ol y b d a t e f o r h p id s; R 2
,
D itt m e エ

ー Le s t e r r e a g e n t fb r p h o sp h o
-

1i pi d s; R 3
,
a n th r o n e r e a g e n t f o r gl y c o h p id s o r st e r oI s
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1 ) 動物

体重20
- 2 2 g の 雌の d d N 系 マ ウ ス を用 い た .

2 ) 腫瘍 捌包

エ
ー ル リ ッ ヒ 腹水が ん 細胞を腹腔内 に 移 植 し て 10

日目 の マ ウ ス よ り 腹 水 を 採 取 し , 低 温 下 で 遠 心

(1
,
0 0 0 r p m , 5 分) して 腫瘍細胞を集 め

, 得 られ た細胞

を生理 食塩水で 2 回洗浄 した . 洗浄後 ,
が ん細胞を 適

量の 生理 食塩水 に浮遊 させ て ,4 × 1 0
T 個 / 山 の が ん 細

胞浮遊液を 作製 し た .

3 )I n v it r o -i n v i v o 法 に よる 腫瘍細 胞傷 害実験

T w e e I1 20 を 0 . 0 2 % に 含む 生理 食塩 水 に 脂 質 を 各

種濃度に 懸濁さ せ
. 脂質懸濁液と が ん 細胞浮遊液 を等

量に混和 し た (細胞数: 2 × 1 0
7

個/ m り . 混 液を3 7

℃で 90 分間イ ン キ エ
ペ ー

ト した の ち , 混液の 0 . 5 山 を

マ ウ ス の 腹腔内 に 注射 し , 腫瘍増殖の 有無 を6 0 日間観

察し た . ま た
, 対照 群の マ ウ ス に は t T w e e n 2 0 を 含む

生理食塩水 に が ん 細胞浮遊液を混 じ 90 分間 イ ン キ エ

ペ ー ト し た もの を 投与 した
.
な お

, 6 0 日目 ま で 生存 し

たマ ウ ス お よ び観察期間中死 亡 し た マ ウ ス に つ い て は

剖検し
, 肉眼 的 に 腫瘍浸潤の 有無 を確 め た . な お ,

エ

ー ル リ ッ ヒ がん 細胞 と溶連菌脂質の 混液 お よ び がん 細

胞の浮遊液 (対照) を 37 ℃で 90 分間 イ ン キ ュ
ベ ー 卜

したの ち ,
が ん細胞 の 生存数を ト リ バ ン プ ル ー に よ る

d y e e x cl u s i o n t e s t に よ っ て 調 べ た
2 8)

.

成 績

1 . 溶連 菌脂 質の 腫 瘍細胞 傷害作用

3 種類 の 溶連歯よ り 分離し た総脂質の エ
ー ル リ ッ ヒ

が 綱田他に 対す る作用 に つ い て 行 な っ た移植増殖阻止

実験の 結果は
, 表 3 に 示し た如 く で あ る . 総脂質が 3

種類の 溶連菌の 何れ か ら分離さ れ た も の で あ っ て も ,

絵脂質 ･ がん 細胞混合液中の 作用 濃 度 が 5 m g / mエで

は
t

がん 細胞 の 移植増殖性を 阻 止し , 処理 が ん 細胞を

注射され た マ ウ ス は い ず れ も腫瘍 死す る こ と なく , 6 0

日目まで 生存し た . 松脂質の 作用 濃度 が 2 m g / 山 の 場

合に は , 注射さ れ た マ ウ ス の ほぼ 半数 が 60 日目 ま で 生

存して い た . し か し , が ん細胞の み を 投与し た対照 動

物はす べ て 20 日以 内に 腫瘍死 した ( 図1 ) .

つ づ い て
,

ク ロ ロ ホ ル ム ･ メ タノ ー ル ｡ 水( 6 5 :

2 5 : 4
,

Ⅴ/ v ) ま た は ク ロ ロ ホ ル ム ･ ア セ ト ン
･ メ タ

ノ ー ル ･ 酢酸 ･ 水 ( 6 5 : 3 5 : 1 1 : 4 : 1 . 5
,

Ⅴ/ v )

を展開溶媒とす る 一 次元 薄層 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー

で

分離さ れ た 脂 質 画 分 ( ジ ホ ス フ ァ チ ジ ル グリ セ ロ
ー

ル
,

モ ノ グル コ シ ル ジ グリ セ ラ イ ド
,

ジ グ ル コ シ ル ジ

グリ セ ラ イ ド お よ び中性脂質) の が ん 細胞 に 対する作

用を調 べ た ( 表 4 お よ び 表 5 ) . 表 に 示 し た 如 く ,

B l a c k m o r e 菌 と C 2 O3 U 菌の ジホ ス フ ァ チ ジ ル グ リ セ

ロ ー ル は 2 喝 / 山の 濃度で が ん細胞の 移植増殖を 阻止

し たが
t
S u 菌の ジ ホ ス フ ァ チ ジ ル グ リセ ロ

ー ル に は移

植増殖阻止作用 は認 め られ な か っ た . ま た , 3 種類の 溶

連菌の 中性脂質は い ずれ も 2 m g / 扉 の 濃度で t が ん 細

胞 の 移植増殖を 完全 に 阻止 した . しか しな が ら , 溶連

菌の 糖脂質 ( モ ノ グル コ シ ル ジ グリ セ ラ イ ドと ジ グ ル

コ シ ル ジ グ リセ ラ イ ド) の 阻止作用 は , リ ン 脂質 や中

性脂質 に 比較 して 弱 く , 脂質の 濃度が2 咽 / m上で 6 0 日

目の マ ウ ス の 生存数 は50 % 以 下で あ っ た .

以上 の ご と く . 溶連 菌の ジホ ス フ ァ チ ジル グリ セ ロ

ー ル お よ び中性脂質 に 腫瘍細胞傷害効果が 認め られ た

の で ,

ヘ キサ ン ･ エ チ ル エ
ー

テ ル ･ 酢酸 ( 70 : 3 0 :

2 , Ⅴ/ v ) ま た は塩化 エ チ レ ン ･ メ タノ ー ル (9 8 : 2
,

Ⅴ/ v ) を 展開溶媒 とす る
一 次元薄層ク ロ マ ト グ ラ フ イ

(

望
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じ

篭
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一

に よ っ て 分離さ れ た , 中性脂質 の 各成分 ( ス テ ロ
ー

ル
,

ス テ ロ ー ル エ ス テ ル
.

グリ セ リ ド
, 遊離脂肪酸 な

ど) の が ん細胞 に 対す る 作用 を調 べ た ･ 表6 に 示 した

如 く
,
S u 菌 , B l a c k m o r e 菌お よ び C20 3 U 蘭の 中性脂

質の 各成分の う ち
,
遊離脂肪酸 ,

モ ノ グリ セ リ ドお よ び

ス テ ロ ー ル エ ス テ ル は 2 喝 / 山 の 濃度で が ん細 胞の 移

植増殖を 阻止 した が
,

その 他 の 成分 は い ず れ も同 じ濃

度 で は移植増殖を 阻止し な か っ た . つ ぎ に , 増殖阻止

作 用を示 し た中性脂質の 各成 分 に つ い て
, 脂質 の 濃度

と移植増殖阻止作用 の 関係を 調 べ た( 表 7 ) ･ 表 に 示 し

た如く
,
阻止作用 を示 し た3 種規の 中性 脂質の 中で

･

遊離脂肪酸 の 作用が 最も強く , 0 . 1 喝 / 山 で 40 % の

マ ウ ス に移植増殖を 阻止 した が ,
モ ノ グ リ セ リ ドで は

0 . 5 m g / 山 ,
ス テ ロ ー ル エ ス テ ル で は 2 m g / 雨 で 阻止

効果が 認め られ た . C 203 U 菌 の 中性脂質で も はぼ 同様

な成績が 得 られ た . した が っ て
, 溶連 菌の 中性脂質の

う ち
,
遊離脂肪酸 ,

モ ノ グ リセ リ ドお よ び ス テ ロ
~ ル

.
エ ス テ ル が腫瘍細胞傷害効果 を示す と考 え られ る . 以

上 の 成績 に 関連 し て
, 3 7 ℃で 90 分間イ ン キ ュ

ベ ー

卜

し た エ
ー ル リ ッ ヒ が ん 細胞と 溶連 薗脂質 の 混液 および

が ん 細胞の 浮遊液に つ い て . が ん 細胞の 生存率を トリ

バ ン プ ル ー 液 で 調 べ た . 成績 は次の 如 くで あ っ た .

が ん細胞浮遊液 に 溶連菌 の 遊離脂肪酸 ま た はモ ノ グ

リ セ リ ド( 濃度: 1
-

2 mg / 血) を加 え て イ ン キ エ ペ

ー 卜 した 場合 に は ,
が ん 細胞の 生存率 は 2 % 以下で あ

っ た . 他方 t
がん 細胞浮遊液 に 溶連繭の ジ グリ セ リ ド

ま た は ト リ グ リ セ リ ド ( 濃度: 2 帽 / 取り を加 えて イ ン

キ エ
ペ ー ト した場 合に は , が ん 細胞 の 生存 率 は 80 %

( 73 - 86 % ) で あ っ た . ま た ,

エ ー ル リ ッ ヒが ゐ細

胞の みを イ ン キ ュ
ベ ー

卜 し た場合 の 細 胞 の 生存 率は

81 % ( 7 4
-

8 7 % ) で あ り ,
イ ン キ ュ

ベ ー

ト しない が

ん 細 胞の 生存率 は 84 % ( 7 8 - 8 9 % ) で あ っ た ･
これ

ら の 成績 は , 溶連 菌の 遊離脂肪酸 や モ ノ グリ セ リ ドを

加え て 90 分間イ ン キ エ ペ ー

卜 す る と
,

エ ー ル リ ッ ヒが

T a bl e 4
.

C o m p a r a ti v e c yt o t o x i c t e st a g ai n s t E h d i c h c a = Ci n o m a c e n s wi t h c o m p o u n d

馳id s o f b e m o l y ti c s 加 p t o c o c ci

S tr e p to c o c ci

L ip id

d a s s e s
*

C o n c e n t工ati o n

O f 卑pid s h

t ¢S t m 奴血 揮
* *

( m g/ m l)

N o . o f 飢1 Ⅳ如 0 工S

at 6 0 也 d a y

釣 ｣ 地 肌叫揮 血 相

S u

ぶ九 加 m o 秒 如 以ち

Bl a 血 0 ‡e

βf . 加 椚 0 秒f む〟ち
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D P G
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N l
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* D P G
,
dip h o sp h a tid y1 9 y c e r oI s; M G D , m O n O gl u c o s yl di gl y c e ri d e s ; D G D , di gl u c o s yl

digl y c e rid e s ; N L
,
n e u tr al li p id s ･

* * C o m p o u n d 馳id s s u sp e n d e d i n p h y si ol o gi c al s 戯 n e c o n t ai n i n g T w e e n 2 0 (0 ･0 2 % )

､ W e r e m i x e d wi th t u m o r c e u s (2 ×1 0
1
c ell s/ m l) ,

a n d i n c u b a t e d a t 3 7
0

C f o r 9 0 m i n ･

A f t ｡ r i n c u b a ti o n , th e mi x t u r e w a s i rd e ct ed i .p . i n to mi c e ( 1 0
7
t u m o 工 C ell s/ m o u s e) ･
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o f h e m o l y ti c s tr e p to c o c ci
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2 20

ん細胞 は著 しく 傷害さ れ る こ と を 示 して い る ･ な お
t

エ
ー ル リ ッ ヒ が ん 細 胞 の 浮 遊 液 に 2 種 類 の 溶 連 菌

( Bl a c k m o r e 菌 と C 2 03 U 菌) の ジ ホ ス フ ァ チ ジ ル グリ

セ ロ ー ル ( 濃度: 2 m g / 血) を 加 えて
,
9 0 分間イ ン

キ ュ ベ ー 卜 し た場合 に も ,
が ん 細胞 の 生存率 は著 しく

減少 して い た ( ほ ぼ 4 % ) .

2 . 溶連菌 の リ ン 脂質お よ び 中性脂 質 の 脂 肪 酸 構

成

Bl a c k m o r e 商 お よ び C203 U 菌の ジホ ス フ ァ チ ジ ル

グリ セ ロ ー ル に は移 植増 殖阻止作用 が 認 め ら れ , S u 菌

の そ れ に は阻止作用 は認 め られ な か っ た の で
, S u 菌の

リ ン 脂質と 他の 溶連菌の リ ン 脂質と の 脂 肪酸構成を比

較 した ( 表 8 ) . 表に 示 した 如く ,
S u 菌の ジ ホ ス フ ァ

チ ジ ル グ リ セ ロ ー ル の 構成 脂 肪 酸 は C l 刷 , C 16 :0 お よ び

C 18 :0 で
,

こ れ ら の 飽和脂肪酸が 構成脂肪酸の 100 % を

占め て お り , 不飽和脂肪酸 は認 め られ なか っ た . しか

T ab l e 7 . C o m p a = a ti Y e C yt O t O X i c t e s t a g ai n st E h rli c h c a r ci n o m a c e 鮎 wi th n e u t r al h pi d s o f

St I e P t O C O C Ci S u a n d B h ck m o r e

N o . o f s n Ⅳ 如o r s a t 6 0 tb d a y

S t r e p to c o c ci

L ip主d

cl a s s e s
*

L ipi d e o n c e n tr ati o n in t e st m i x t u r e
* *

( m g/ m l)

2 .0 1 .0 0 .5 0 .2 0 .1 0 .0 5 0

乱 れe 椚 0 抄 如 叫 ,
F A

S u M G

S E

j 軋 加 椚 0 頼 政 叫 F A

B l a c k m o r ¢ M G

5/ 5 5/ 5 5/ 5 4/5 2/ 5 0/ 5 0/ 5

5/5 5/ 5 4/ 5 2/ 5 0/5 0/ 5

4/5 2/ 5 0/ 5 0/ 5

5/5 5/5 5/ 5 4/5 2/5 0/5 0/ 5

5/ 5 5/ 5 4/ 5 2/ 5 0/5 0/5

*
F A , 血色e fa tt y a ci d ; M G

,
m O n O 由y c e rid e s; S E

,
S t6 r Ol e st e r s ･

* *
N ¢u tr al 軸id s s u s p e n d e d i n p h y $i o l o gi c al s ali n e c o n t ai n h g T w e e n 2 0 (0 ･0 2 % ) w e r e mi x e d wi th

t u m o r c e 鮎(2 ×1 0
1

c e n s/ m l) , a n d i n c u b at e d at 3 7
O
C fb r 9 0 m i n ･ A f te r i n c u b ati o n , th ¢ m i x t u r e

w a s 出離C t e d i .p . i n to mi c e ( 1 0
7
c e 叫 m o u s e) .

T a b l e 8 . F a tt y a cid c o m p o siti o n o f an ti tu m o r lip id s ft o m h e m ol y ti c str e p t o c o c ci

L ip id

S tI ep t O C O C ¢i

F a tt y a cid c o m p o siti o n (% )

Cl a s s e s
*
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し ,
B l a c k m o r e 菌や C2 0 3 U 薗の ジ ホ ス フ ァ チ ジ ル グ

リセ ロ
ー

ル で は
,

こ れ らの 3 種類 の 飽和脂肪酸 の ほ か

に,
C 16 =l と C 18こ1 の 不飽和脂肪酸が 見 い だ され

, 不飽和脂

肪酸の 構成脂肪酸 に 占め る割合 は
,

B l a c k m o r e 菌 で

は17 %
,
C 2 03 U 菌 で は 53 % で あ っ た . すな わ ち , S u

菌の ジホ ス フ ァ チ ジ ル グ リ セ ロ
ー ル は不飽和脂肪酸が

結合して い な い 点で
,
B l a c k m o r e 菌や C2 0 3 U 菌 の リ

ン 脂質と は異 な っ て い た . ら い で 溶連 菌の 中性脂質 に

っ い て の 脂肪酸構成を 比較 した . 実験結果 は表 8 の 如

く, 3 種類 の 清適薗の 遊離脂肪酸
,
モ ノ グリ セ リ ドお よ

びス テ ロ
ー ル エ ス テ ル の 脂肪酸構成 は そ れ ぞ れ菌 に よ

っ て 多少異 な っ て い た が
,

い ずれ の 菌 の 中性脂質 に も

C l 抽 C 16: 0 , C 1 8‥8 の 飽和脂肪酸と C 1 6山 C 1 8 ;1 の 不 飽 和 脂 肪

酸が見い だ され た . す な わ ち
, 移植増殖阻止作用 を示

した溶連菌 の 中性脂質 に は飽和脂肪酸 と不飽和脂肪酸

が含ま れ て い た ,

考 察

こ れ ま で に
.

C e p h a l o s p o ri u m d i o s p y ri
,

P e ni cilli u m c r u s t o s u m , S e p e d o n i u m

a m p u ll o s p o r u m な どの 真南か ら抽 出さ れ た遊離脂肪

酸や モ ノ グ リ セ リ ドが 抗腫瘍作用 を示 す こ とが 報告 さ

れて お り
1 0 卜 1 2 )

,
こ れ らの 中性脂質 の 構成脂肪酸 中の 不

飽和脂肪酸の 割合と抗 腫瘍作用 の 関係 が検討 され て い

る
29)3 0l

. ま た
,

あ る種の 動物細胞 ( リ ン パ 球 , 肝細胞 な

ど) か ら抽 出さ れ た 遊離脂肪酸が抗腫瘍作用 を示す こ

とが報告され て い る
31 卜 3 5〉

. しか し なが ら , 細菌 の 脂質 ,

とく に リ ン 脂質の 抗腫瘍作用 に つ い て は は とん ど知 ら

れて い な い .

本研究で は . 3 種類の 溶連歯(S u 菌 ,
B l a c k m o r e 菌

およ び C20 3 U 菌) か ら抽出 した総脂質 お よ び中性脂質

につ い て 実験を 行な い
,

い ず れ も マ ウ ス で エ
ー ル リ ッ

ヒがん細胞の 移植増殖を 阻止す る こ と を 見出し , 中性

脂質成分で は遊離脂肪酸 ,
モ ノ グリ セ リ ドお よ び ス テ

ロ
ー

ル エ ス テ ル に が ん 細胞傷害作用 が あ る こ とを 実証

した
. さ ら に

,
B l a c k m o r e 菌お よ び C20 3 U 菌 の ジ ホ

ス フ ァ チ ジんグ リ セ ロ
ー ル は が ん細胞傷害性 で あるが

,

S n 薗の ジホ ス フ ァ チ ジル グ リセ ロ ー ル に は が ん 細胞傷

害作用が認 め られ な か っ た . ま た
,
リ ン 脂質 の が ん細胞

に対する作 用 が 幽の 種類 に よ っ て 異 な る こ と か ら . そ

れぞれの リ ン 脂質 に つ い て 脂肪酸構成 を 調 べ
, B l a c k

m o r e 菌 お よび C20 3 U 摘と S u 曲と で は リン脂 質の 脂

肪酸構成 が著 しく 異 な る こ と を見 い だ し た . す な わ ち
,

傷害作用が 認 め られ た Bl a ck m o r e 歯や C 2 0 3 U t菊の ジ

ホ ス フ ァ チ ジ ル グリ セ ロ ー ル に は
, 飽和脂肪酸 と不 飽

和脂肪酸の 両方が 含ま れ て い た が , 傷害作用 の み られ

なか っ た S u 菌 の ジ ホ ス フ ァ チ ジ ル グリ セ ロ
ー ル に は

.

飽 和脂肪酸の み が 含ま れ て おり 不飽和脂肪酸 は見い だ

され なか っ た .
こ の こ と か ら , 溶連薗の リ ン 脂質の 移

植増殖阻止作用 と脂肪酸構成 との 間に何 らか の 関係が

あ る と考え られ る . 他方 , 傷害作用を示 し た溶連菌の

中性脂質 ( 遊離脂肪酸 ,
モ ノ グ リ セ リ ドお よ び ス テ ロ

ー ル エ ス テ ル) に も飽和脂肪酸 と不飽和脂肪酸の 両方

が見 い だ され た .

遊離脂肪酸 や モ ノ グ リ セ リ ドな ど の 中性脂質 の 抗腫

瘍作用に つ い て は t 表面活性剤に 類似 した 作用 に よ っ

て 脂質 が腫瘍細胞 の 細胞膜を 傷害する こ と , 不飽和脂

肪酸が細 胞膜 の 傷害 に関与する こ と な どが 示唆さ れ て

い る
2 9}

. ま た
, 不飽和脂肪酸が 細胞膜の 流動性を著 し く

変化さ せ て
, 細胞膜 の 機能に 影響 を及 ばす こ と が報告

され て い る
3 6)

. した が っ て
,
B l a c k rn O r e 菌や C2 03 U 菌

の ジ ホ ス フ ァ チ ジ ル グ リ セ ロ
ー ル が傷害作用を 示 した

の に 対 し , S u 菌の リ ン 脂質が 作用を示 さな か っ た の

は , リ ン 脂質中の 不飽和脂肪酸の 有無に もと ずく の か

も知れ な い
.

溶連菌の が ん 細胞 に対 する作用 は菌の 種類 に よ っ て

異 なり ,
S u 菌や Bl a c k m o r e 菌 は抗腫瘍性で あ るが

,

C 2 03 U 菌 は抗腫瘍作用を示 さ な い こ と が 報 告 さ れ て

い る
l 卜 5)

. しか しな が ら, 総脂質の エ
ー ル リ ッ ヒ が ん細

胞 に 対す る作用 に は , S u 菌 ま た は Bl a c k m o r e 菌 と

C2 03 U 菌 との 間 に は はと ん ど差異が認 め ら れ な か っ

た . し たが っ て
, 脂質が 溶連菌 の 抗腫瘍作用 に 関与す

る か否か に つ い て t さ らに 実験検討する必要が あ る が ,

一

つ に は細菌菌体の 構造構成 そ の 他の 理 由か ら , 活性

脂質が 腫瘍細胞 に 直接作用 で き な い た め とも考え られ

る . し か し なが ら , 溶連 菌の 脂質 , と く に リ ン 脂質に

が ん細胞傷害作用が 認 め ら れ た こ と は注目す べ き こ と

で あ る .

結 論

3 種類の A 群溶連菌 (S u 菌 ,
B l a c k m o r e 商お よ び

C20 3 U 菌) か ら抽出 した総脂質 な らび に 脂質画分( リ

ン 脂質 , 糖脂質 およ び中性脂質) に つ い て .
エ

ー

ル リ

ッ ヒ がん 細胞 に 対す る 作用 を調 べ て 以 下 の 成 績 を 得

た .

1 . 3 種類の 溶連菌の 総 脂質 お よ び中性脂質 は
,
い ず

れ も マ ウ ス で が ん細胞の 移植増殖 を阻止し た .

2 . 溶連 薗の 中性脂質の う ち, 移植増殖阻止作用を 示

し たの は遊離脂肪酸 ,
モ ノ グリ セ リ ドお よ び ス テ ロ

ー

ル エ ス テ ル で あ っ た .

3 .
Bl a c k m o r e 菌お よ び C20 3 U 菌の リ ン脂質( ジ ホ

ス フ ァ チ ジ ル グリ セ ロ ー

ル) は移植増殖阻止作用を 示



2 2 2

し た が . S u 粥の リ ン 脂質に は 阻止作用 は認 め ら れ な か

っ た .
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e ff e c t o f t h e b a c t e ri a 1 1i pi d c o m p o n e n t
,
li p id A .

l . O n s o m e p h y s i c o c h e m i c a l p r o p e r ti e s a n d

a n ti - t u m O r a C ti v i t y o f li pi d A f r a c ti o n . J p n ･ J ･

M i c r o b i o l .
,
5

,
3 4 7 N 3 6 6 (1 9 6 1) .

1 5) W o d
,

A . J . & G u n s a l u s
,

I . C ･ : T h e

p r o d u c ti o n o f a c ti v e r e s ti n g c ell s of

s t r e p t o c o c c i . J . B a c t e ri o l .
,
4 4 , 3 3 3

M

3 4 1 (1 9 42) ･

1 6 ) 木越 茂 ･ 北 島耕作 ･ 林義則 ･ 西
⊥

也: A 群溶連菌

の リ ン 脂質お よび 糖脂質 に つ い て . 十 全 医 会誌t 8 7 ,

6 6 4
-

6 7 3 (1 9 7 8 ) .

1 7) F oI c b , J .
,
h 光 S

I
M . & S l o 8 n S t a m l e y ,

G ･ H ∴ A

si m pl e m e th o d f o r th e i s o l a ti o n a n d

p u ri fi c a ti o n o f t o t a1 1 i pi d s f r o m a n i m al ti s s u e s ･

J . Bi o l . C h e m .
.
2 2 6

,
4 9 7

-

5 0 9 (1 9 5 7) ･

1 8 ) W a g n e r
,
H . , H o r h a m m e r

,
C ･ & W ol f ,

R ･
:

D 血 n s c h i c h t c h r o m a t o g r a ph i e v o n P h o s p h a ti d e n

u n d G l y k o li pi d e n . B i o c h e m ･ Z ･ , 3 3 4
,
1 7 5 - 1 8 4

(1 9 6 1) .

1 9) 原 昭 ニ : 薄層ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー ( 石川 ･ 原 一 古

谷 ㌧ 小沢 編) , 改訂 3 臥 1 3 - 7 4 頁 , 東 乱 南山堂･

1 9 6 8 .
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2 0) N e s k o vi c , N ･
,

S a rli e v e
,
L ･

,
N 11 S $ b 8 u m

,
J ･ L ･

,

K o sti c ,
D . & M a n d el

,
P ･ : Q u a n tit a ti v e t h i n

-1 a y e r

c h r o m a t O g r a p h y o f gl y c o li pi d s i n a n i m al

ti s s u e s . C li n . C h i m , A c t a
,
3 8

,
1 4 7

-

1 5 3 ( 1 9 7 2)･

2 1 ) D itt m e r
,
J ･ C ･ & L e st e r , R ･ L ･

: A si m p l e

s p e cifi c s p r a y f o r th e d e t e c ti o n o f

ph o s p h o li pi d s o n t h i n
-l a y e r c h r o m a t o g r a m s ･ J ･

L i pi d R e s .
,
5 , 1 2 6

- 1 2 7 (1 9 6 4) ･

2 2) R o e
,
J . H . : T h e d e te r m i n a ti o n s o f s u g a r i n

b l o o d a n d s pi n al fl u i d w it h a n th r o n e r e a g e n t ･ J ･

B i ol . C h e m .
,
2 1 2

,
3 3 5

岬

3 4 3 ( 1 9 5 5 ).

2 3) C o l p ,
T . W . , T u c k e r , P ･ W 1

.
R al ti f f

,
C ･ R ･ &

H all ,
F . F . : C h r o m a t o g r a p h i c a n a l y si s o f o c u l a r

li pid s J ･ B o v i n e an d h u m a n i ri s ti s s u e ･ Bi o c h i m ･

Bi o p h y s . A c t a
,
2 1 8 ,

2 5 9
-

2 6 8 (1 9 7 0) ･

2 4) J a t z k e wi t z
,

H . & H e h l
,

E ･ : D G n n s c hi c h t -

c h r o m a t o g r a p h i e d e r G e h i r n
- L i p o i d e , i h r e r U m

-

u n d A b b a u p r o d u k t e . H o p p e
- S e yl e r

'

s Z .

P h y si o l . C h e m . , 3 2 0 , 2 5 1
q 2 5 7 (1 9 6 0) ･

2 5) K i g o s h i ,
S . C h r o m a t o g r a p h i c

c h a r a c t e ri z ati o n o f a n ti t u m o r li pi d s f r o m a

g r o u p e A S t r e p t o c o c c u s ･ E x p e ri e n ti a , 2 9 , 3 7 5
-

3 7 7 (1 9 7 3) .

2 6) 北島耕作: A 群溶連菌の 脂質 に関す る研究 . Ⅰ .

溶連菌の 脂質組成 . 十全医会誌 .
9 0

,
1 9 6 - 2 1 3 (1 9 8 1),

2 7) C h ri s t o p h e ,
A . & M a tt hij s

,
F . : N e w m et h o d

f o r t h e d e te r m i n a ti o n o f th e f a tt y a ci d p a tt e r n o f

s e r u m lip i d cl a s s e s . C li n . C h i m . A c t a , 1 6 , 3 9
-

4 3

(1 9 6 7) .

2 8 ) D a n n e n b e r g ,
A . M .

,
B u r s t o n e ,

M L S .
,

W a lt e r
,

P . C . & K i n sl e y ,
J . W . : A h i s t o c h e m i c a l s t u d y o f

ph a g o c y ti c a n d e n z y m a ti c f u n c ti o n s o f r a b b i t

m o n o n u c l e a r a n d p o l y m o r p h o n u c l e a r e x u d at e

C ell s a n d a l v e o l a r m a c r o p h a g e s . I . S u r v e y a n d

q u a n ti t ati o n o f e n z y m e s , a n d s t a t e s o f c e 11 u l a r

a cti v ati o n . J . C ell . B i o l .
,
1 7

, 4 6 5
M 4 8 6 (1 9 6 3 ).

2 9 ) A n d o
.
K .

,
K 8 tO

,
A .

,
T a m u r &

,
G . & A ri m & , K .

:

C h e mi c al st u d y o f f a tt y a ci d s w it h an ti t u m o r

a c ti v it y i s o l a t e d f r o m f u n g a l m y c eli a ･ J ･

A n ti b i o ti c s
,
2 2 , 2 3

-

2 6 (1 9 6 9 ).

3 0) K 8 t O , A .
,
A n d o

,
K .

.
T 8 m u r &

,
G . & A ri m 8 . K . :

E ff e c ts o f s o m e f a tt y a ci d e s t e r s o n th e v i a b ilit y

an d t r a n s pl a n t a b ili t y o f E h rli c h a s cit e s t u m o r

c e11 s . C a n c e r R e s . , 3 1 ,
5 0 1 - 5 0 4 ( 1 9 7 1) .

3 1) S e n o , S . & Y a m & m O t O
,
M . : C h e m i c al a n al y si s

a n d b i o l o gi c al a c ti v iti e s o f f a tt y a c id s f r o m t h e

li v e r o f X -

r a y i r r a d i at e d r a b b it , th e a n ti t u m o r

a g e n t s o c all e d O X . A ct a M e d . O k a y a m a , 1 9 , 5 9

-

7 2 (1 9 6 5 ) .

3 2) O k n d 8 i r a
,

K .
, K 8 t 8 0 k 恥 T .

,
O k 由l 8

,
H

り

F u rl l S e - I ri e ,
Ⅸ

"
Ⅹ8 W 8 e h i

,
S .

,
N oji m a

,
S . &

N i s h i o k 8
,
K : C y t o t o x i c f a ct o r d e m o n s t r a t e d i n

l y m p h n o d e e x t r a c t . J . B i o c h e m . , 6 8 t 3 7 9
-

3 9 4

(1 9 7 0) .

3 3 ) T u r n e 11 ,
R . W

り
C l a r k e

,
L . H . & B u rt o n

,
A . F . :

S t u d i e s o n t h e m e c h a n i s m o f c o rti c o s t e r o i d ･

i n d u c e d l y m p h o c y t o l y si s . C a n c e r R e s .
t
3 3

,
2 0 3

-

2 1 2 (1 9 7 3) .

3 4) E i g o s h i , S . & I t o , R .
: H i gh l e v el s o f f r e e

f att y a ci d s i n l y m p h o i d c ell s
,

W it h
l

s p e ci a l

r ef e r e n c e t o th ei r c y t o t o x i ci t y . E x p e ri e n ti a
,
2 9

,

1 4 0 8 - 1 4 1 0 (1 9 7 3) .

3 5) T u r n ell
,
R . W . & B tl r t O n

,
A . F . : S t u d i e s o n

t h e m e c h a n i s m o f r e s i s t a n c e t o l y m p h o c y t o l y s i s

i n d u c e d b y c o r ti c o st e r oi d s . C an C e r R e s . , 3 4
,
3 9

- 4 2 (1 9 7 4) .

3 6) K o s o w e r
,
E . M .

,
K o s o w e r

,
N . S .

,
F 8 1ti n

,
Z .

,

D i v e r
,

A .
,

S 8 1 t o w n
,

G . & F r e n s d o r f
,

A . :

M e m b r a n e m o b ili t y a g e n t s . A n e w cl a s s o f

b i o l o gi c a l a c ti v e m o l e c u l e s . B i o c h i m .
B i o p h y s .

A c ta , 3 6 3 , 2 6 l
-

2 6 6 (1 9 7 4) .
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St u die s o n th e Lip id s of G f O u p A 田e m o!y 亡ic S t r e p t o c o c ci ･ ( 勘 C y t o t o xic A c寸ivi t y o f L ip id s

& o m 馳 m oly 鮎 馳 e p t o c o c ci K o u s ak u Ki 叫i m a , D e p ar t m e n t o f P h ar m a c ol o g y , S ch o ol of

M e di ci n e , K a n a z a w a U ni v e r sit y ,
K a n az a w a 9 2 0 - J

. J u z e n M e d ･ S o c ･

,
9 0

,
2 1 4 - 2 2 4 ( 1 9 8 1) ･

K ey w o rd s : H e m oly ti c st r e p t o c o c ci
,
St r e P t O C O C C al li pi d s ,

Cy t O t O Xi cit y ,
E h rh ch as cit e s c a r c in o m a

A b st r a ct

T h e p r e s e n t st u d y w a s u n d e rt a k e n t o e x a m i n e t h e c y t o t o x i c e ff e c t o f lip i d s o b t a in e d f r o m

t h r e e st r ai n s o f g r o u p A h e m o l y ti c st r e p t o c o c ci ( st r ai n S u , B l a c k m o r e a n d C 2 0 3 U ) a g ai n st

s t r e p t o c o c c al c ell s w e r e c u lt u r e d i n W o o d a n d G u n s al u s m e d i u m at 3 7
0

c f o r 1 2 h o u r s , a n d

t h e t o t al li p i d s w e r e e x t r a c t e d f r o m t h e c e ll s a c c o r d i n g t o t h e m e t h o d o f F oI c h e t al ･ T h e t ot al

li p id s w e r e t h e n f f a c ti o n a t e d i n t o i n d i v i d u al li p i d c o m p o n e n t s b y o n e
-d i m e n si o n a l t h i n J a y e r

c h r o m at o g r a p h y u si n g v a ri o u s s oI v e n t s y st e m s . F o r b i ol o gi c a l t e sti n g ,
t h e st r e p t o c o c c al lip i d s

s u s p e n d e d i n p h y si o l o gi c al s a li n e c o n t ai n i n g O ･0 2 % T w e e n 2 0 w e r e m i x e d w it h E h ri i c h t u m o r

c ells ( 2 ×1 0
7

c e u s/ m l) ,
a n d i n c u b a t e d at 3 7

0

c f o r 9 0 m i n . A ft e r i n c u b a ti o n
,
t h e c e n m i x t u r e

w as i蝿j e ct e d i .p . i n t o m i c e ( 1 0
7

c e11 s/ m o u s e) ,
a n d t h e t u m o r g r o w t h i n m i c e w a s o b s e r v e d f o r 6 0

d a y s . C o n t r o l a n i m al s r e c ei v e d t h e t u m o r c e ll s p r e i n c u b a t e d w it h o u t t h e st r e p t o c o c c al lip i d s i n

s ali n e c o n t ai n in g T w e e n 2 0 .

M i c e r e c ei v i n g t h e t u m o r c e 11 s p r e i n c u b a t e d w it h t h e t o t al li p id s a t a c o n c e n t r a ti o n o f 5 m g/ m l

s h o w e d n o si g n s o f t u m o r s a t t h e e n d o f a 6 0 - d a y p e ri o d , W h il e c o n t r o l a n i m a l s i n v a ri a b ly di e d

ff o m a s cit e s c a r ci n o m a i n l e ss t h a n 2 0 d a y s . I n d i v id u al li p i d c o m p o n e n t s s e p a r a t e d f r o m t h e

t ot al li p id s w e r e t h e n e x a m i n e d f o r t h e i r c y t o t o x i c a c ti vit y ･
F r e e f a tt y a cid s a n d m o n o gl y

-

c e rid e s f r o m t h r e e st r e p t o c o c c i a t c o n c e n t r a ti o n s o f O .5 - 2 .O m g/ m l s u p p r e s s e d c o m p l e t ely th e

d e v e l o p m e n t o f t u m o r c e 皿s i n m i c e .

A t a c o n c e n t r a ti o n o f 2 m g/ m l
,
d i p h o s p h a ti d yl g ly c e r o I s f r o m t w o st r a in s o f s t r e p t o c o c ci

( B l a c k m o r e an d C 2 0 3 U ) i n h ib it e d t h e t u m o r g r o w t h i n m i c e
,
a n d st e r o l e st e r s f r o m t h r e e st r e p t o

-

c o c ci w e r e p r o t e c ti v e
.

H o w e v e r
,

all o t h e r lip i d f r a cti o n s i n cl u di n g d ip h o sp h ati d y l g l y c e r oI s o f a

st r e p t o c o c c u s ( S u ) w e r e s h o w n t o h a v e n o c y t o t o x i c e f f e ct a t a c o n c e n t r a ti o n o f 2 m g/ m l ･

C o m p a ris o n o f f a tt y a ci d p a t t e rn a m O n g di p h o s p h a ti d y l gl y c e r o I s ff o m t h r e e st r e p t o c o c ci

s h o w e d t h a t b o t h o f t h e s a t u r a t e d a n d u n s at u r at e d f a tt y a ci d s w e r e f o u n d i n t h e p h o s p h o li p id s

w it h c y t o t o x i c a cti v it y ,
b u t t h e p h o s p h olip id s w it h o u t t h e c y t o t o x i c a c ti v it y c o n t a i n

･
e d o n l y t h e

s a t u r at e d f a tt y a c id s . T h e s a t u r a t e d a n d u n s at u r a t e d f a tt y a c i d s w e r e al s o f o u n d i n t h e a cti v e

n e u t r al 1i pi d s .

T h e s e r e s u lt s in d i c a t e t h at f r e e f a tt y a ci d s
,

m O n O gl y c e ri d e s a n d st e r o l e st e rs f r o m th r e e

st r e p t o c o c ci a r e c a p a b l e o f i n h ib iti n g t h e i n v a si v e n e s s a n d g r o w t h o f E h rli c h t u m o r c e ll s i n m i c e
,

a n d d i p h o sp h a ti d y l gl y c e r o Is f r o m t w o s t r ai n s o f s t r e p t o c o c ci ( B l a c k m o r e a n d C 2 0 3 U) h a v e th e

c y t o t o x i c a cti vi t y a g ai n st t h e t u m o r c e ll s .
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